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i

p

m

Z

賀
t

m
P

n
､

､

邑
顎

蓋
ぎ
羞

､

知
軋

邑
冨
∽

叫

達

､

訂
L

書
写

ゝ
【

普
き

耳
e

n
t
i

c
e
･

H
巴
-

､

-

芸
か

､

-

霊
p

･

丸

山

直

起

一

戦
後

､

植
民
地

の

独
立

と

共
に

ア

ジ

ア
､

ア

フ

リ

カ

地

域
の

研
究
が

さ

か

ん
に

な
っ

て

き

た
｡

最
初
の

こ

ろ

は
こ

れ

ら
の

研
究
も

植
民
地

時
代
に

築
か

れ

た

研
究
の

延
長
と

し

て

行
な

わ

れ

て

い

た
が

､

次
第
に

独

白
の

体

系
を

確
立
す
る

よ

う
に

な
っ

た
｡

現

在
で

は

取

り

扱
う
地

域
も

一

国
か

ら

地

域
へ

､

さ

ら

に

他
地

域
と
の

関
係
へ

､

地

域
か

ら

世
界
政
治
へ

と

広
が

る

傾
向
が

み

ら

れ

る
｡

一

方
､

内
容
に

つ

い

て

も
､

広
く

歴

史
学
か

ら

行

動
科
学
ま

で

様
々

で

あ
る

｡

だ
が

､

ア

ジ

ア
､

ア

フ

リ

カ

地

域
に

対

す
る

関
心
の

増
大
は

､

逆
に

こ

れ

ら

地

域
に

対

す
る
バ

イ
ア

ス

を

生

む
こ

と

に

な
っ

て

い

る
｡

こ

と

さ

ら
に

類
似
性
や

違
い

を

強
調
す
る

傾
向
が

顕
著
に

な
っ

て

き
た

の

で

あ

る
｡

国
際
関

係
論
の

立

易
か

ら

地

域
に

接
近
す

る

際
､

当
然
の

こ

と

な
が

ら

問
題
と

な

る

の

は
こ

の

バ

イ
ア

ス

で
､

一

つ

の

モ

デ

ル

を
す
べ

て

の

地

域
に

通
用
す

る
こ

と
に

は

無
理
が

あ

る

し
､

カ

ル

チ

ャ

ー

の

問
題
を

無
視
し

て

政
治
体
制
を

論
じ
て

も

は

じ

ま

ら

な
い

で

あ
ろ

う
｡

研
究
の

ア

ジ

ア

へ

の

通
用
は

ア

ジ

ア

の

専
門
家
に

ま
か

せ
て

お

け
ば

よ
い

し
､

ア

フ

リ

カ

は

ア

フ

リ

カ

の

専
門
家
に

ま
か

せ

て

お

け

ば

よ
い

｡

そ

し

朗

て

こ

れ

ら
の

地

域
の

比

較
研
究
は

そ

の

方
面
の

研
究
者
の

仕
事
で

あ

る
｡

8

Ⅰ
･

W
･

ゲ

ー

ト
マ

ン

は

こ

の

立

場
に

た
つ

｡

彼
は
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

大

学
教
授
で

国
際
関
係
論
を

専
攻

｡

地

域
研

究
に

国
際
関
係
論
の

様
々

な

方

法
を

導
入

し
､

分
析
す
る

の

が

特
徴
で

､

扱
う
範
囲
も

一

国
の

政
治
発
展

(

竃
Q

言

…
㍉

七
言
監

§
h

阜

考

岩

b
Q

慧
､
.

Z
O

弓

ぺ
○

蒜
‖

A
t

F
e
【
{

○

戸

-

芸

こ
､

北
ア

フ

リ

カ

の

ア

フ

リ
カ

的
要
素
と

ア

ラ

ブ

的
要
素
と
の

連

結

(

n
Q

書
芸

責
邑

§
礼

+

ざ
～

叫
､

叫

b

ュ
逮

シ

訂
ミ
詠

ゝ

寸
訂
声

J
O

ロ

d
O

ロ
‥

岩
O
t

F
ロ
e

ロ
.

-

ま
､

こ
､

北
ア

フ

リ

カ

と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

共
同
体
と
の

相
互

作
用
(

｡

字
U
r
t

F

A

琵
c

P

昌
江

t

F
｡

E
E
C

宅
e

g
｡
t

i

旨
○
ロ
S

㍉

ヨ
Q

竃
叫

監
訂

叫

邑
､

塁
丁

言
阜

W

富
男
-

-

芸
～

こ

等
と

広
い

｡

こ

れ

か

ら

紹
介
す

る

『

新
生
ア

フ

リ

カ

に

お

け

る

国
際

関

係

(

､

喜
下

喜
賢
g

､

き
訂

ぎ
記

:
苫

､

訂
山

手
等

ゝ

寸
訂

且
』

は
､

著
者
の

従

来
の

研

究
成
果
の

い

わ
ば

捻
括
で

あ

り
､

次
に

著
者
が

進
め
つ

つ

あ
る

北
ア

フ

リ

カ
､

酉
ア

フ

リ

カ

と

そ
の

外
部
環
境
で

あ

る

世

界
政
治
と
の

関
係
分
析
へ

の

ス

テ

ッ

プ

と
な
っ

て

い

る
｡

著
者
は

本
書
の

中
で

､

シ

ス

テ
ム

の

見
地

に

立
っ

て
一

九
五

六

-
六

五

年
の

北
ア

フ

リ
カ

を

含
む

酉
ア

フ

リ

カ

内
の

国
際
関
係
を

外
交
史
の

流
れ
に

そ
っ

て

オ

ー

ソ

ド

ッ

ク

ス

な

ア

プ

ロ

ー

チ

を

試
み

て

い

る
｡

ア

フ

リ

カ

と

言
っ

て

も

広
く

､

ア

ラ

ブ

に

属
す

る

北
ア

フ

リ

カ
､

パ

ン

･

ア

フ

リ

カ

ニ

ズ

ム

と

独
立

運
動
の

担
い

手
と

な
っ

た

西

ア

フ

リ
カ

､

旧

英
領
植
民

地
で

最
近

の

革
新
運
動
の

推

進
力
と

な
っ

て

い

る

東
ア

フ

リ

カ
､

ホ

ワ

イ

ト
･

ア

フ

リ

カ

で

あ

る

南
ア

フ

リ
カ

､

ブ

ラ

フ

ク
･

ア

フ

リ

カ

の

境
界
で

あ

る

中
央
ア

フ

リ
カ

と

に

分
け
る

こ

と

が

で

き

ょ

ぅ
が

､

こ

こ

で

は

西
ア

フ

リ
カ

(

北
ア

フ

リ

カ

を

含
む
)

を

扱
う

｡

ケ
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一

∴

ブ

タ

､
一

っ

▼.

も

}

`

′

▲

∴

本
書
の

内
容
は

構
成
上

､

四
つ

の

章
に

分
け

ら

れ

て

い

る
｡

第
一

草

歴
史
的
背
景

-
党

･

国
家

･

同
盟

第
二

革

政
策
の

基
準

第
三

章

ア

フ

リ

カ

内
政
策
と

そ
の

限

界

第
四

革

結
論

､

発
展
の

傾
向
と
パ

タ

ー

ン

以

下

簡
単
に

紹
介
し
て

み

よ

う
｡

(

な

お
､

ア

フ

リ
カ

を
め

ぐ
る

国
際
関
係
の

研

究
に

つ

い

て

は
､

浦
野

起

央
氏
の

｢

ア

フ

リ
カ

の

国
際
関
係

1
研
究
動
向
+

､

日

本

国

際

政

治

学
会
機
関
誌

『

国
際
政
治
』

第
三

三

号
､

一

九

六

六

年
度

第
一

分

冊
､

｢

日

本
外
交
史
研
究

-
外
交
指
導
者
論
+

掲
載

､

に

く

わ
し

い
｡

)

二

第
一

革
､

｢

歴
史
的
背
景
+

に

お

い

て

は
､

西
ア

フ

リ

カ

の

国

際

関

係

を

三

目

標
で

あ

る

独

立
､

統
一

､

発
展
に

関
し

て

ア

フ

リ

カ

の

対

外
関
係

史
の

中
で

位
置
づ

け

て

い

る
｡

一

九
五

六

-
六
五

年
間
を

西
ア

フ

リ

カ

に

つ

い

て

時
期
的
に

区

分
す
る

と
､

第
一

期
は
ア

ル

･

マ

グ
レ

ブ

に

お

け

る

評

モ

ロ

γ

コ

､

チ

ュ

ニ

ジ

ア

の

独
立
で

､

独
立

(

=

国
家
)

と

統
一

(

=

革

( 1 0 9) 書

命
､

つ

ま

り
ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

革
命
支
持
)

と
の

選
択
に

直
面
し

､

独
立
に

傾
斜

す
る
が

､

や
が

て

ア

ル

ジ
ェ

リ

ア

民
族
解
放
戦
線
(

F

L

N
)

へ

の

て

こ

入

れ
､

モ

ロ

ッ

コ

､

チ
ュ

ニ

ジ

ア

同
盟
の

結
成
と

解
消

､

フ

ラ

ン

ス

と
の

緊
張
関
係
を
へ

て
､

一

九
五

八

年
四

月
､

党
レ

ベ

ル

に

お

い

て

チ
ュ

ニ

ジ

ア

(

ネ

オ
･

デ
ス

ト
ウ

ー

ル

党
)
､

モ

ロ

ァ

コ

(

イ

ス

テ
イ

ク

ラ

ー

ル

党
)

､

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

民
族
解
放
戦
線

間
に

北
ア

フ

リ

カ

連

邦

創
設

の

方
向

が

確
定
し
た

時
期
(

一

九
五

六

-
五

八
)

で

あ

る
｡

第
二

期
は

､

仏
領
西
ア

フ

リ

カ

(

A

O

F
)

の

独

立
以

前
の

同
盟
が

果

し

た

役
割
で

､

A

O
F

に

お

い

て

は

す
で

に

オ

ー

ガ

ニ

ゼ

ー

シ

ョ

ナ

ル

･

ユ

ニ

ッ

ト

と

し
て

党
や

労
働
組
合
な

ど
の

組
織
が

存

在
し

､

仏
海
外
基
本

法
の

枠
組
の

中
で

イ
ン

タ
ー

ア

ク

ト

し

て

お

り
､

こ

の

関
係
が

独
立

後
も

続
く

｡

こ

の

う
ち

､

ウ
フ

ェ

ポ

ワ

ニ

に

ひ

き
い

ら

れ

た
ア

フ

リ

カ

民

主
連

合
(

A
f

旨
胃

D
e

m
｡

C

邑
i

n

冒
r

-
-

叫

=

発
O
A
)

が
､

象
牙

海
岸
(

｡

-

ト

ジ

ポ

ワ

ー

ル

)

､

ギ
ニ

ア
､

ス

ー

ダ
ン

(

マ

リ
)

で

勢
力
を

伸
ば

し
､

R

D

A

に

対

抗
す

る

も
の

と
し

て

ア

フ

リ

カ

再
編

党
(

A

琵
β
n

R
｡

g

岩
了

名
m
e

ロ
t

汐
r
t

y

=
巧
打
A
)

が

セ

ネ
ガ

ル

で

優
勢
で

あ

り
､

ニ

ジ

ェ

ー

ル
､

オ

ー

ト

グ
ォ

ル

タ
､

ダ

ホ

メ

は

両

者
の

角
逐
の

場
で

あ
っ

た
｡

A

O

F
に

ほ
マ

グ

レ

ブ

と

異
な

り
､

統
一

の

た

め
の

機
関
が

あ
っ

た

に

も

拘
ら

ず
､

一

九
五

八

年
初
め

に

は

統
一

の

動
き

は
か

え
っ

て
､

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

問
題

､

連
邦
問
題
な

ど
の

た

め

二

つ

の

グ
ル

ー

プ

に

分
裂
し
て

い

く
が

､

各
グ

ル

ー

プ

内
で

も

統
一

に

つ

い

て

必

ず
し

も
一

致
が

み

ら

れ
た

わ

け
で

は

な
い

｡

第
三

期
ほ

､

ブ

ラ
ブ

タ
･

ア

フ

リ

カ

最
初
の

独
立

国
と

し
て

ガ

ー

ナ

が

一

九
五

七

年
三

月
独

立

す
る

や
､

｢

独
立
+

を

め

ぐ
っ

て

西
ア

フ

リ

カ

に

イ
ン

パ

ク

ト

を

与

え
て

い

く

時
期
で

あ

る
｡

ガ
ー

ナ

は

領
土

的
単
位
(

独

立

国
)

と

し
て

の

性
格
と

､

組
織
的
単

位
(

革
命

党
)

と

し

て

の

性
布
か

ら
五

八

年
四

月
､

独
立

国
レ

ベ

ル

の

笥
一

回
ア

フ

リ

カ

独

立

諸

国

会

議

(

C

I

A

S
)

､

同
一

二

月

民

間
レ

ベ

ル

の

第
一

回

全
ア

フ

リ

カ

人

民

会

議
(

A

A

P

C
)

を

そ

れ

ぞ
れ

ア

ク

ラ

で

開
き

一

躍
西
ア

フ

リ

カ

地

域
の

指

導
国
に

お

ど

り

出
た

｡

A

A

芸
に

お
い

て

設
立

さ

れ

た

全
ア

フ

リ

カ

人

脚
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民
横
棒
(

A

A

p

O
)

は
､

R

D

A
､

P

R

A

に

対

抗
す
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

第
四

期
は

､

一

九
五

九

-
六

一

年
の

時
期
で

西
ア

フ

リ

カ

に

同
盟
と

対

抗
同
盟
が

､

統
一

の

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

と

孤
立
の

回

避
と

か

ら
､

次
々

と

登

場
す

る
｡

一

方
の

側
に

穏
健
な

協
商
会
議
(

C
O

亡

ロ
C
i
-

○

:
F
O

E
ロ
t

e

n
t

e

=

象
牙
海
岸

､

オ

ー

ト

グ
ォ

ル

タ
､

ニ

ジ

ェ

ー

ル
､

ダ

ホ

メ
)

､

他

方
に

マ

リ

連
邦
と

そ
の

発
展
解
消
し

た

も

の

と

し

て

ア

フ

リ
カ

諸
国
連
合
(

V

A
S

=

ガ

ー

ナ
､

ギ
ニ

ア
､

マ

リ
)

の

急
進
派
が

成
立
し

､

酉
ア

フ

リ

カ

は

こ

の

二

派
に

二

分
さ

れ

た
｡

第
五

期
は

､

二

派
の

対
立
が

引
続
き

､

協
商
は

仏
語
圏
ア

フ

リ
カ

諸
国

よ

り

な

る

同

盟
と

し

て
一

九
六

一

年
ア

フ

リ

カ
･

マ

ラ

ガ

シ

イ

連
合
(

ロ

A

址

=
ブ

ラ

ザ
ビ

ル

･

グ

ル

ー

プ
)

に

発
展

､

n

A

S

は

同
年
末
カ

サ

ブ

ラ
ン

カ
･

グ

ル

ー

プ

と

し

て

発
足
し
､

さ

ら
に

こ

れ

と

対

抗
し

て

ロ

A

址

に

西
ア

フ

リ

カ

の

非
力

サ

ブ

ラ
ン

カ
･

グ
ル

ー

プ

諸
国
と

リ
ビ

ヤ
､

エ

チ

オ

ピ

ア
､

ソ

マ

リ

ア

を

加
え

､

一

九
六

一

年
五

月
モ

ン

ロ

ビ

ア
･

グ
ル

ー

プ

が

生

ま
れ

た
｡

両

グ
ル

ー

プ

の

対
立
は

六

〇
年
代
初
期
の

酉
ア

フ

リ

カ

を

穏
健

･

急
進
の

対
立

易
と

し
た

が
､

従
来
両
グ

ル

ー

プ

対

立
の

底
に

あ

っ

た
ア

ル

ジ

ェ

リ

ア
､

コ

ン

ゴ

両
問
題
の

解
決
と

､

個
々

の

国
の

地

方
的

問
題
が

重

要
で

な

く
な
っ

た

こ

と

の

た

め
､

お

よ

び
こ

れ

に

加
え

て
一

九

六
二

年
一

月
ト

ー

ゴ

の

オ

リ

ン

ビ

オ

首
相

暗
殺
事
件
は

ガ

ー

ナ

を

孤
立

さ

せ
､

カ

サ

ブ

ラ
ン

カ
･

グ

ル

ー

プ

を

崩
壊
に

導
き

､

一

九
六

三

年
五

月
ア

ジ

ス

ア

ペ

パ

会
議
が

開
か

れ
､

ア

フ

リ

カ

統
一

機
構
(

O

A

U
)

の

設
立

を

み
る

に

い

た

る
｡

O

A

ロ

設
立

の

意
義
は

､

酉
ア

フ

リ

カ

に

始
ま
っ

た

同
盟

･

対

抗
同
盟
の

対

立
か

ら
一

応
大
陸
的
機

構
が

成
立
し

､

そ

れ

ま
で

争
点
と

な
っ

て

い

た

｢

統
一

(

亡

口

首
)

+

の

定
義
に

つ

い

て

｢

主

権
､

平

等
の

国
家

間
の

連
帯
と

協
力
+

(

三

五

頁
)

と
い

う
こ

と
に

落

着
し

た

こ

お

と

で

あ

ろ

う
｡

β

第
六

期
は

､

O
A

ロ

設
立

後
の

試
練
で

､

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア
･

モ

ロ

ッ

コ

国

境
紛
争
を
は

じ

め

西
ア

フ

リ

カ

の

国
境
問
題

､

コ

ン

ゴ

問
題
の

再
燃
で

O

A

U
の

弱
体
化
が

露
呈

し

て

い

く

時
期
で

あ

る
｡

酉
ア

フ

リ

カ

に

お

い

て

は

西
ア

フ

リ

カ

全
体
に

係
わ

る

問
題
が

生

じ

る

と

き
に

は
､

必

ら

ず
統

一

(

正

統
性
)

と

独

立

(

主
権
)

の

問
題
の

対
立
が

み

ら

れ
､

論
争
が

行

な

わ

れ

る
の

が

特
徴
で

あ

る
｡

以
後

､

一

九
六

七

-
七

〇
年
に

わ

た

る

ナ

イ
ジ

ェ

リ

ア

内
戦

､

一

九
六

五

年
の

ロ

ー

デ
シ

ア

問
題
に

対
し

て

い

ず
れ

も

O

A

V
は

無
力
で

あ
っ

た
｡

三

タ

ラ

イ

テ
ロ
′

7

第
二

章
､

｢

政
策
の

基
準
+

に

お
い

て

は
､

国
の

政

策

決

定
の

基
準
と

し

て

ナ
シ

ョ

ナ
ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト
に

よ

る
か

､

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

に

よ

る

か

に

つ

い

て

ふ

れ
､

西
ア

フ

リ

カ

で

ほ

対
外
政
策
の

基
準
と

し

て
､

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と

か

個
人
的
な

イ
ン

タ
レ

ス

ト

の

方
が

ナ

シ

ョ

ナ

ル

･

イ
ン

タ

レ

ス

ト

よ

り

も

ひ

ん

ば

ん
に

用
い

ら
れ

る

と

述
べ

ら

れ

て

い

る

が
､

こ

の

ナ
シ

ョ

ナ

ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト

と

は

極
め

て

ネ

ガ

チ

ブ

な

も
の

で

あ

る
｡

と
い

う
の

は
､

こ

の

基
準
は

国
づ

く

り

(

口
和

巨
○

ヲ
b

邑
d

F
巴

の

プ
ロ

セ

ス

の

中
に

見
い

出
さ

れ

る

も

の

で

あ

り
､

国

自
体
が

ま
だ

定
ま
っ

て

い

な

い

状
態
に

あ
っ

て

は
､

党
や

部
族
な

ど
の

サ
ブ
･

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な
イ
ン

タ

レ

ス

ト

が

重

要
で

あ

る

が
､

指
導
者
は

自
ら
の

行
動
を

正

当
化
す
る

た

め

に

あ

え

て
､

｢

全
人
民
の

た

め
に
+

の

よ

う
な

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な

基

準
を

持

ち

出
さ

ざ

る

を

え

な
い

｡

そ

し
て

独
立

後
の

新
興
エ

リ

ー

ト

ほ

旧

秩
序
を

し

■

/

､

､

′､

.
′



■一

'

､

し

.

.

､

ゝ

き

ー

㍉

ご
･

-

二

打
倒
し

､

新
秩
序
を

樹
立

･

鮭
持
す
る
た

め
に

ほ
､

対

外
政
策
ほ

国
の

安

全
､

価
値

､

要
求
に

あ
っ

た

も
の

で

な

け

れ

ば

な

ら

ず
､

こ

こ

か

ら

ナ

シ

ョ

ナ
ル

な

視
点
が

ア

フ

リ

カ

内
の

対

外
政

策
の

基
準
と
な
っ

て

く

る
｡

対

外
政

策
が

全
ア

フ

リ
カ

に

共
通
の

も

の

と

な

る

と
､

サ
ブ

･

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な

イ
ン

タ
レ

ス

ー
は

排
除
さ

れ

な

く
て

は

な

ら

な
い

｡

ナ
シ

ョ

ナ

ル

な

イ

ン

タ
レ

ス

ト

と

は
､

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な

｢

自
己

(

邑
h

)

+

の

安

全
(

s
e

c

守

ユ
t

y
)

を

求
め
る

こ

と
で

､

｢

自
己
+

に

ほ

例
え

ば
､

領
土
･

人
民

､

生

活

様
式

､

生

活
水

準
(

厚
生
)

が

含
ま
れ

る

(

N
p

ユ
m

呂
∵

■

毀
F
t
i

｡

邑
H

｡
･

t
e

【

邑

賀
仁

一

d

邑
○

顎
｡

ど

く
一

己

発
汗
p

y

(

e
(

こ
､

ゝ

寸
軋

旨
蕃

b

隻
?

芸
ら

唱
.

守
罵
g
e
r

-

-

冨
か

)

｡

新
興
国
の

指
導
者
の

孤
立
に

対

す

る

危
機
意
識
か

ら

く

る

非

安

全

感

(
i

ロ
S

e

昌
き
y
)

は
､

パ

ー

ソ

ナ

ル

な
の

が

特
徴
で

､

脅
威
を

う
け

て

い

る

の

は

国

自
体
で

な

く
､

党
や

政
府
な
の

で

あ
る

｡

し
か

も
､

孤
立

感
は

手

っ

と

り

早
く
パ

ワ

ー

を

増
大
で

き

る

手
段
で

あ

る

同
盟
に

接
近

さ

せ

る
｡

こ

れ

が

酉
ア

フ

リ

カ

の

同
盟

･

対

抗
同
盟
の

成
立

の
一

因
と
な

る

の

で

あ

る
｡

だ

が
､

ナ

シ

ョ

ナ
ル

な

｢

自
己
+

の

安
全
に

対

す
る

脅
威
が

な
い

場
合

に

は
､

サ

ブ
･

ナ

シ

ョ

ナ
ル

な

イ
ン

タ
レ

ス

ト

が

ナ
シ

ョ

ナ

ル

な

外
観
を

評

装
っ

て

現
れ
る

が
､

こ

の

イ
ン

タ
レ

ス

ト

が
ア

フ

リ

カ

内
政
策
に

果
た

す

役
割
は

大
き

く

な
い

が
､

西
ア

フ

リ

カ

関
係
の

パ

ー

ソ

ナ

ル

な

性
格
は

､

国
の

指
導
者
の

感
情
な

ど
に

か

な

り
の

影
響
力
を

与
え
る

｡

書

政
策
決
定
の

も

う
一

つ

の

基
準
で

あ

る

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

的
基
準
に

つ

い

り

て

(

こ

の

ほ

か

に

は
､

歴
史
的
感
情
の

よ

う
な

感
情
的
基

準
が

あ

る
)

､

lq

こ

の

基
準
は
パ

ン

･

ア

フ

リ
カ

ニ

ズ

ム

､

ア

フ

リ

カ

社
会
主
義
な

ど
で

あ

り
､

指
導
的
エ

リ

ー

ト

の

ナ

シ

ョ

ナ

ル

･

イ

ン

タ

レ

■
ス

し

ナ

シ

専

ナ

ル
･

セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

な
ど

を

認
知
す
る

手
段
で

あ
っ

て
､

味
方
と

敵
と

を

選
別
す

る

た

め
､

行
動
を

正

当
化
す
る

た

め
､

支
持
を

え
る

た

め
､

国
家

を

統
合
す
る

た

め
､

外
国
に

対
し

政
策
を

擁
護
す

る

た

め
に

使
用
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

実
際
の

と
こ

ろ
､

ア

フ

リ

カ

諸
国
は

行
動
に

お
い

て

イ
ン

タ

レ

ス

ト

に

基
づ

く

場
合
が

多
い

の

で

あ

る
｡

革
命
的
理

想
主

義
諸
国
に

お

い

て

も

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

的
基
準
は

対

外
政
策
の

唯
一

の

決
定
要
因
で

な

く
､

他
の

要
素
を

考
慮
す
る

必

要
が

あ

る
｡

例
え
ば

､

ア

ル

ジ
ェ

リ

ア

が

ソ

連

と

の

友
好
を

強
化
す
る

こ

と

は
､

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

的
基
準
に

従
っ

て

い

る

の

で

あ

る

が
､

ソ

連
と

の

友
好
に

も

拘
ら

ず
フ

ラ

ン

ス

と

の

関
係
が

存
続

す
る

な

ら
､

貿
易
や

援
助

源
を

分
散
す

る

の

が
ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

の

イ
ン

タ

レ

ス

ト
で

あ

る
か

ら
な

の

だ
｡

ザ

ー

ト
マ

ン

は
､

｢

ナ

シ

ョ

ナ

ル

･

イ

ン

タ
レ

ス

ト

と

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー
+

の

中
で

､

ア

フ

リ

カ

は

国
家
が

そ

の

イ
ン

タ
レ

ス

ト

に

従
っ

て
､

そ

の

自
己

保
存
の

た

め
､

そ
の

安
全
を

最
大
に

す

る

た

め
､

行
動
す

る

と
い

う
事
実
を

証
明

し
っ

つ

あ

る
､

と

述
べ

､

さ

ら

に
､

願
望
と

現
実
が

少
な

く
と

も

共
に

現
れ

､

手

段
が

国
家
の

目

標
と

つ

り

合
い

､

ア

フ

リ

カ

諸

国
が

現
在
の

国
家
シ

ス

テ
ム

の

中
で

彼
ら
の

イ
ン

タ
レ

ス

ト

を

守
る
こ

と

が
で

き
る

こ

と
を

見
つ

け

る

と

き
､

ア

フ

リ

カ

の

政
策
決
定
者
ほ

イ

デ

オ

ロ

ギ
ー

よ

り

も
､

む
し

ろ

イ
ン

タ
レ

ス

ト
で

よ

り

多
く

考
え

る

で

あ

ろ

う
､

と

述
べ

て

い

る
｡

そ
の

と

き
､

こ

の

よ

う
な

イ

ン

タ
レ

ス

ト
の

中
で

ほ
､

厚
生

的
イ
ン

タ
レ

ス

ト

が

重
要
に

な
っ

て

く

る

だ

ろ

う
し

､

そ

の

意
味
で

ナ
シ

ョ

ナ
ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト

は

ポ

ジ

テ
ィ

ブ

に

な

る

の

で

あ

ろ

う
｡

β39
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四

酉
ア

フ

リ

カ

の

政

策
決
定
過
程
の

特
徴
に

つ

い

て

述
べ

れ

ば
､

そ

の

特

徴
は

､

政
治

的
リ
ー

ダ
シ

ッ

プ

の

パ

タ

ー

ン

が

制
度
化
さ

れ

た

カ

リ
ス

マ

で

あ

る

と
い

う
こ

と
で

､

カ

リ

ス

マ

の

言
動
は

｢

0
0
イ

ズ
ム

+

の

名
で

ナ
シ

ョ

ナ
ル

な
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と

な

る
｡

従
っ

て
､

決
定
日
体
ほ

極
め

て

パ

ー

ソ

ナ

ル

な

性
格
を

有
し
､

こ

れ

を

補
う
も

の

と

し

て

政
策
決
定
過
程

内
で

役
割
を

与
え

ら

れ

て

い

る

も
の

に
､

外
務
大
臣
お

よ

び

他
の

大
臣

､

党
の

政
治
局
(

緊
急
時
に

特
に

重

要
)

､

顧
問

､

そ
の

他

議

会
､

国

民

的

組
織

､

政
党

､

労
覿
な

ど
が

あ

る
｡

世
論
は

単
に

政
党
の

道
具
に

し

か

す

ぎ

ず
､

政
策
決
定
過
程
の

外
に

あ

る
｡

こ

の

た

め

国
内
の

反
対

な

し
に

エ

リ
ー

ト

ほ

政
策
を
一

八

〇
度
転
換
す
る

こ

と
も

可
能
で

あ

る
｡

五

第
三

革
｢

ア

フ

リ

カ

内
政
策
と

そ
の

限

界
+

で

は

ア

フ

リ

カ

内
政
策
の

最
悪
状
態
で

あ

る

暴
力
と

干
渉

､

最
良
の

状
態
で

あ

る

同
盟
と

経

済
協
力

に

つ

い

て

言
及

す
る

｡

ア

フ

リ

カ

内
政
策
に

お
い

て

暴
力
と

干
渉
は

共
に

効
果
な

く
､

軍
事
力
の

行
使
は

ア

フ

リ

カ

内
園
係
か

ら

排
斥
さ

れ
る

が
､

そ

れ

は

そ

の

よ

う
な

手

段
の

欠
除
と

､

ア

フ

リ

カ

の

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

上
の

価
値
(

独
立
の

統
一

に

対
す
る

優
位
)

､

お

よ

び

冷
戦
上

の

立

場
(

外

部

の

干

渉
を

お

そ

れ
て
)

の

た

め

で

あ

る
｡

干
渉
を

防
止

す
る

た

め
に

は
､

例
え
ば

圧

力
を
か

け
た

り
､

関
係
を

断
絶
し

た

り
､

国
境
閉
鎖
な

ど
の

措

置
が

と

ら

れ
る

｡

ア

フ

リ

カ

内
政
策
の

別
の

問
題
は

国
境
を
め

ぐ

る

紛
争
で

､

新
独

立

国

に

と
っ

て

植
民
地

時
代
の

遺
産
で

あ
る

国
境
は

独
立

後
の

新
た

な

国
家
要

脚

求
の

目
標
に

な

り
､

不

幸
な
の

ほ
､

こ

の

要
求
の

相
手
が

旧

宗
主
国
で

な

く
､

共
に

独

立

し
た

隣
国
と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

国
境
問
題
の

解
決
は

統

一

以

外
極
め
て

困
難
で

あ

る

が
､

ゲ
ー

ト
マ

ン

は

領
土

修
正
の

可
能
性
を

次
の

四

点
に

つ

い

て

あ

げ
て

い

る
｡

①
国

境
を

自
然
の

特
徴
を

元
に

し

て

再
劃
足
す
る

こ

と
､

⑧
国
を

自
然
の

地

理

的
地

域
を

元
に

再
編
す

る

こ

と
､

⑨
部
族
を

元
に

し

た

統
+

､

④
地

域
的
統

一

で

あ

り
､

前
三

者
は

実
際
上

無
理
で

あ

る
｡

次
に

最
良
の

状
態
で

あ

る

統
一

と

協
力
に

つ

い

て

は
､

統
一

の

も

つ

イ

デ

オ
ロ

ギ

ー

的
価
値
と

､

独
立

の

そ

れ

と
の

ジ

レ

ン

マ

が

西
ア

フ

リ

カ

諸

国
の

直
面
す
る

問
題
と

な

る
｡

こ

の

ジ

レ

ン

マ

は

三

つ

の

結
果
に

導
く

｡

す

な
わ

ち
､

①
対

外
政

策
の

類
似
点
を
対

外
政
策
圧

力

団
体
(

訂
r

q
i

笥
1

胃
-

首
勺
【

望
由

実
e

笥
○

壱
)

に

結
合
さ
せ

よ

う
と

す
る

対

外
志
向
の

試
み

､

㊥
共
通
の

特
徴
と

共
通
の

対

内
政
策
の

可
能
性
が

あ

る

亜
大
陸
地

域
に

お

け
る

対

内
志
向

型
の

努
力

､

④
ジ

レ

ン

マ

を

調

和

さ

せ

る

よ

う
な

｢

統

ご

の

満
足
す
べ

き

制
度
的
定

義
の

追
求

､

で

あ

る
｡

西
ア

フ

リ

カ

の

国

際
関
係
ほ
こ

の

よ

う
な

結
果
で

示

す
こ

と
が

で

き

る

の

で

あ

る
｡

し
か

も

三

つ

の

要
素
を

結
合
さ

せ

た

形
で

み
る

こ

と

が

で

き

る
｡

大
陸
レ

ベ

ル

に

お

い

て

は

O

A

ロ

が

唯
一

の

も
の

で

あ

り
､

あ

と

は

地

域
的
な

｢

統

ご

で

あ

る
｡

西
ア

フ

リ

カ

の

同
盟
の

失
敗
例
ほ

当
事
者

間
に

対

内
志
向
の

努

力
が

み

ら

れ

な
か

っ

た
こ

と

が

あ

げ
ら

れ

る
｡

マ

リ

連
邦

､

カ

サ

ブ

ラ

ン

カ
･

グ
ル

ー

プ

の

崩
壊
が

好
例
で

あ

る
｡

な
お

､

東
ア

フ

リ

カ

に

つ

い

て

は

ジ

冒

セ

フ
･

ナ

イ

が
､

パ

ン

･

ア

フ

リ
カ

ニ

ズ
ム

と

ア

フ

リ
カ

統
合
の

社
会
的

･

経
済
的
要
因
と
の

相
互

作
用

(



㌣

■
1

～

I

ノ

'

-

ご
､

を
一

九
六

三

年
の

タ
ン

ザ
ニ

ア
､

ウ

ガ
ン

ダ
､

ケ
ニ

ア

に

よ

る

連

邦

化

の

試
み

に

つ

い

て

論

述
し

て

い

る

(

J

｡

S

召
F

∽
･

g
､

e
-

七

聖
T

ゝ
.
ぎ
聖
丁

訂

ヨ

§
札

的

邑
ゝ

し

吉
宗
3

ヽ
⇒

告
叫

星
■帆

Q

声

H

訂
【

く
P

乙

亡
･

勺
こ

一

芸
h

)

｡

大

本
書
の

結
論
と

し
て

ゲ

ー

ト
マ

ン

が

述
べ

て

い

る

の

は
､

①
西
ア

フ

リ

カ

対

外
政

策
の

発
展
的
性
格

､

㊥
酉
ア

フ

リ

カ

内
外
の

経
験
を

地

域
統

一

の

発
展
へ

通
用
し

ょ

う
と

す
る

試
み

､

⑨
ア

フ

リ

カ

内
政
策
に

予
想
さ

れ

る

潮
流
と

変
革
の

投
射
的
分
析

､

で

あ
る

｡

①
に

つ

い

て

は
､

そ
の

特
徴
と

し
て

､

第
一

に

酉
ア

フ

リ

カ

対

外
政
策

ネ

一

夕

ヨ

ソ

･

ビ

ル

デ
イ
ソ

〆

の

発
展
ほ

国

づ

く

り
の

プ
ロ

セ

ス

に

お

け
る

党
の

指
導
者
間
の

関
係
に

影
響
さ

れ
る

と

こ

ろ
が

大
で

あ

る
こ

と
､

第
二

に
､

パ

ワ

ー

の

問
題
で

､

状
況
的

､

心

理

的
関
係
か

ら

生
じ

､

そ
の

態

様
も

個
人
間

､

国
家
間

､

政

策
決
定
エ

リ
ー

ト

間
と

様
々

で

あ

る

こ

と
､

第
三

に

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

の

優

位
が

あ

る

こ

と
､

第
四
に

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

の

追
求
で

､

こ

の

プ
ロ

セ

ス

を

通
し

て

同
盟

､

会
議
の

末
､

ア

ジ

ス

ア

ペ

パ

会
議
が

実
現
し

た
こ

と
､

第

五
と

し
て

は

西
ア

フ

リ

カ

国
際
関
係
の

不

安
定
性
が

あ

げ

ら

れ

る
｡

④
に

つ

い

て

は
､

地

域
統

一

と

独
立

と
の

中
間
に

存
す
る

地

域
協
力
の

評

重

要
性
を

あ

げ
､

酉
ア

フ

リ

カ

に

お
い

て

協
力
を

達
成
す
る

た

め

に

ほ
､

例
え

ば
エ

リ
ー

ト

層
の

新
陳
代
謝
を

は

か

ら

ね

ば

な

ら
な
い

し
､

カ
の

中

心
の

存
在
(

人
口

､

資
源

､

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

な

ど
に

よ
っ

て

測
定

( 1 1 3) 書

で

き

る
)

が

あ

る
こ

と

が

必

要
で

あ

る

こ

と

を

示
す

｡

ま

た

統
合

9
ロ
t

e
･

g

邑
i

O
-
-

)

に

つ

い

て

も

ふ

れ

ら

れ

て

い

る

が
､

ゲ

ー

ト

マ

ン

の

場

合

邑
t

下

邑
官
P
t

i

｡

n
､

と

厳
密
に

区

別
し

て

い

る

よ

う
に

ほ

思
え

ず
､

し
ば

し
ば

混
同
し

て

い

る

よ

う
で

あ

る
｡

最
後
に

､

い

ま
ま

で

述
べ

て

き
た

問
題
(

同
盟

､

イ

デ

オ
ロ

ギ
ー

の

優

位
､

｡

ハ

ヮ

ー

の

低
さ
)

に

つ

い

て

将
来
の

可
能
性
を

概
括
し

､

さ

ら
に

新

し
い

要
素
と

し
て

､

政
府
内
に

お

い

て

①
ジ

ョ

ー

ジ
･

ワ

シ

ン

ト
ン

的
人

物
の

死
､

㊥
近

代
的
不

満
の

出
現

､

⑨
旧

宗
主
国
と
の

公
的
関
係
の

減
少

､

が

現
れ

､

政

権
の

変
化

､

政
策
の

変
化
に

影
響
す
る

で

あ

ろ

う
こ

と

を

示

唆
し

て

い

る

が
､

そ
の

際
､

現
在
の

革
命
的
理

想
主
義
体
制
を
と
っ

て

い

る

国
々

が

穏
健
に

な

る

可
能
性
が

あ

る

こ

と

を

示

し
､

新

し

い

フ

レ

ー

ム

●

オ

ブ
●

リ

フ

ァ

レ

ン

ス

の

中
で

西
ア

フ

リ

カ

の

国
際
関
係
が

発
展
し

て

い

く
こ

と

を
ほ

の

め

か

し

て

い

る
｡

七

著
者
の

分
析
を

､

そ
の

ま

ま
の

形
で

他
地

域
に

あ

て

は

め
る

わ

け
に

は

い

か

な
い

で

あ

ろ

う
が

､

我
々

に

い

く
つ

か

の

重

要
な

示

唆
を

与

え
て

く

れ

る
｡

一

つ

は
､

独

立

後
間
も

な
い

新
興
諸
国
が

植
民

地
の

遺
産
を

香
定

し
､

や
が

て

そ
の

い

く
つ

か

を

肯
定
し
て

い

く
プ
ロ

セ

ス

で
､

著
者
の

言

う
イ

デ
オ

ロ

ギ
ー

と

ナ

シ

ョ

ナ
ル

･

イ
ン

タ
レ

ス

ト

と

の

相
剋
の

中
に

み

ら
れ

る

現

象
で

あ

る
｡

第
二

は
､

新
興
諸
国
エ

リ
ー

ト

の

特
殊
な

政

策
決

定
過
程
に

果
た

す

役
割
で

あ

る
｡

第
三

は
､

例
え
ば

北
ア

フ

リ

カ

の

よ

う

に

ア

ラ

ブ

文
化
と

西
洋
文
化
が

衝
突
し

て

い

る

地

域
に

お

け
る

エ

リ

ー

ト

の

対
ア

フ

リ

カ

関
係

､

対

外
的
世
界
と

の

関
係
に

あ

ら

わ

れ
る

認
知
構
造

で

あ
る

｡

こ

の

間
超
は
ア

ル

ジ

ェ

リ

ア
･

モ

ロ

ブ

コ

の

国

境
紛
争
が

ア

ラ

ブ

内
で

解
決
さ

れ

ず
､

ア

フ

リ

カ

内
で

解
決
さ

れ

て

い

く

状
況
に

お

い

て

J

現
れ

て

い

る

と

思
わ

れ

る
｡

最
後
に

､

国
際
関
係
論
上
の

テ

ク
エ

ア

ク

に
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押
し

流
さ

れ

ず
､

対

外
関
係
史
の

枠
組
の

中
で

分
析
を

進
め

て

い

る

姿
勢

で

あ

る
｡

(

一

橋
大

学

大
学

院

博
士

課

容
)
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